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政
府
は
、
公
職
選
挙
法
の
普
通
選
挙
に
お
け
る
障
害
者
の
投
票
行
為
並
び
に
政
見
放
送
に
お
け
る
聴
覚
障
害
者 

 

の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
種
々
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自
分
で
署
名
が
で
き
な
い
障
害
者 

 
 

等
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
「
直
接
請
求
に
関
す
る
署
名
の
権
利
」
行
使
が
で
き
な
い
現
状
に
あ 

 
 

る
。 ま

た
、
政
見
放
送
の
手
話
通
訳
、
字
幕
の
導
入
は
公
職
選
挙
法
第
百
五
十
条
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

 
 

参
政
権
と
い
う
公
民
権
は
、
基
本
的
人
権
で
あ
り
障
害
者
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
視
点
か
ら
公
正
・
公
平
な
制 

 
 

度
と
し
て
緊
急
に
改
善
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

 
従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

導
入
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

障
害
者
の
直
接
請
求
に
関
す
る
署
名
代
筆
制
度
の
創
設
と
政
見
放
送
に
お
け
る
手
話
通
訳
、
字
幕 三 

 



 

一 
地
方
自
治
法
に
定
め
る
第
七
十
四
条
（
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
請
求
）
、
第
七
十
五
条
（
監
査
の
請
求
）
、
第 

 
 

七
十
六
条
（
議
会
の
解
散
＝
リ
コ
ー
ル
）
、
第
八
十
条
（
議
員
の
解
職
）
、
第
八
十
一
条
（
地
方
公
共
団
体
の
長
の 

 
 

解
職
）
、
第
八
十
六
条
（
副
知
事
、
助
役
、
出
納
長
、
収
入
役
、
選
挙
管
理
委
員
、
監
査
委
員
、
公
安
委
員
の
解 

 
 

 
 

職
）
に
関
す
る
「
直
接
請
求
権
利
」
が
こ
れ
ま
で
自
分
で
署
名
で
き
な
い
障
害
者
等
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
行
使 

 
 

さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
と
理
由
に
つ
い
て
明
示
さ
れ
た
い
。 

二 

参
政
権
は
憲
法
第
十
五
条
に
保
障
さ
れ
た
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
い
か
な
る
人
も
公
正
・
公
平
に
行
使
さ
れ 

 
 

る
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
選
挙
に
お
い
て
文
字
の
書
け
な
い
人
の
代
筆
は
、
投
票
所
で
投
票
管
理 

 
 

者
が
本
人
を
確
認
し
た
う
え
で
補
助
要
員
を
も
っ
て
代
筆
制
度
を
認
め
て
い
る
。
質
問
一
で
指
摘
し
た
地
方
自 

 

治
法
に
掲
げ
る
直
接
請
求
権
利
を
行
使
す
る
「
署
名
代
筆
制
度
」
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
署
名
を
も
っ
て 

 

請
求
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。 

従
っ
て
、
普
通
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
代
筆
制
度
を
参
考
に
自
分
で
署
名
で
き
な
い
障
害
者
に
は
「
直
接
請 

 
 

四 

 



 

三 

ま
た
、
障
害
者
の
中
で
も
聴
覚
障
害
者
は
、
政
見
放
送
に
お
け
る
手
話
通
訳
の
立
ち
会
い
、
字
幕
導
入
が
規 

 
 

制
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
選
挙
に
立
候
補
し
た
人
（
又
は
当
人
が
立
候
補
し
た
場
合
も
含
む
）
の
政
治
に
関
す 

 

る
主
義
・
主
張
を
政
見
放
送
と
し
て
聞
く
手
段
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。 

昭
和
六
十
二
年
に
政
見
放
送
研
究
会
で
検
討
さ
れ
た
結
果
、
聴
覚
障
害
者
自
身
が
立
候
補
し
た
場
合
、
政
見 

 
 

放
送
の
録
画
撮
り
に
お
い
て
、
原
稿
を
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
代
読
す
る
形
は
認
め
ら
れ
た
が
、
手
話
通
訳
、
字
幕 

 
 

の
導
入
は
公
職
選
挙
法
第
百
五
十
条
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

求
に
関
す
る
署
名
代
筆
制
度
」
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

第
百
五
十
条
は
、
立
候
補
者
の
政
見
を
録
音
又
は
録
画
し
た
も
の
を
「
そ
の
ま
ま
」
放
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

 

い
と
い
う
規
定
で
あ
る
が
、
手
話
通
訳
と
字
幕
は
「
他
の
も
の
」
が
入
る
と
の
解
釈
か
ら
「
そ
の
ま
ま
」
の
政
見
放

送
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

今
第
百
二
十
六
回
国
会
に
お
い
て
、
「
身
体
障
害
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利 

 
 

五 

 



 

 

六 

用
円
滑
化
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
が
提
出
さ
れ
、
テ
レ
ビ
の
字
幕
放
送
や
解
説
放
送
、
文
字
多
重
放 

 
 

送
等
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
政
見
放
送
に
お
け
る
手
話
通
訳
、
字
幕
放
送
は
改
善
さ 

 
 

れ
て
い
な
い
。 

こ
う
し
た
現
状
は
、
聴
覚
障
害
者
の
基
本
的
人
権
、
政
治
に
参
加
す
る
権
利
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
。 

聴
覚
障
害
者
も
一
般
の
方
々
と
同
様
に
自
宅
で
自
由
に
手
話
通
訳
、
字
幕
の
入
っ
た
政
見
放
送
が
聞
き
見
ら 

 

れ
る
よ
う
に
法
律
並
び
に
諸
制
度
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


